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弘前学院大学看護学部専任教員　2017年度教育研究業績＊

＊2018年度現在の本学部専任教員が，2017年度（2017年 4 月～2018年 3 月）に発行・発表した教育研
究業績（編著書，学術論文，その他，学会及び口頭発表等）を掲載する。掲載内容は各自の申告に基
づく。掲載は職名ごとに五十音順とする。

　大瀬富士子（教授）　　　　　　　　　　　
　2017年度は業績がありません。

　髙田まり子（教授）　　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者又は演者，発行所，発表雑誌等又は発
表学会等の名称，巻（号），頁

【学術論文】
（報告）
1．在宅看護グループ活動報告 共著 2018年 3 月 髙田まり子，加藤聡子，下山美智子，他10

名，青森県看護教育研究会誌，46，p12-14
（学会発表）
1．訪問看護演習における学生の学び～
訪問看護場面のロールプレイから～

単著 2017年 8 月 高田まり子，日本看護学教育学会誌，第27
巻，p258

2 ．全ての看護実習を終えた 4年次看護
学生が学んだ災害看護～講義・演習・
実習を通しての学び～

共著 2017年 8 月 齊藤まどか，髙田まり子，日本災害看護学
会誌，第19巻 1 号，p156

3 ．全ての看護実習を終えた 4年次看護
学生が学んだ地域における災害対策～
講義・演習・実習を通しての学び～

共著 2017年 8 月 齊藤まどか，髙田まり子，日本災害看護学
会誌，第19巻 1 号，p157

【その他】
1．東北の災害看護を考える会の活動
・2017年度第 7回ワークショップ
　企画・運営・シンポジスト

単独 2017年12月 テーマ「コースポートフォリオを用いた災
害看護の授業展開を検討する」
・在宅看護の一部に災害看護の視点でコー
　スポートフォリオを用いての授業展開

　三上　聖治（教授）　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者又は演者，発行所，発表雑誌等又は発
表学会等の名称，巻（号），頁

【その他】
第 5回保健科学研究会学術研究発表会座長 単独 2017年 9 月

（ 8日）

　栁澤　尚代（教授）
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】
1）地域包括ケアの質を高める保健師記
録の仕組みづくり－保健師記録をめぐ
る現状と連載のねらい－

共著 2017年10月 栁澤尚代，菅原京子，清水洋子，吉本照子，
医学書院，保健師ジャーナル，73巻（10），
p.856-863

2 ）事例 1：相模原市　記録の質保証を
目指した取り組み

共著 2017年11月 清水洋子，波田野房枝，栁澤尚代，吉本照
子，菅原京子，医学書院，保健師ジャーナ
ル，73巻（11），p.944-950
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3 ）長岡京市の取り組み　電子化記録の
活用による母子保健サービスの質保証

共著 2017年12月 吉本照子，池田裕子，藤崎京子，栁澤尚
代，清水洋子，菅原京子，医学書院，保健
師ジャーナル，73巻（12），p.1042-1049

4 ）地域包括ケア時代における保健師記
録の「情報開示」と保健師活動

　その 1

共著 2018年 1 月 菅原京子，栁澤尚代，清水洋子，吉本照子，
医学書院，保健師ジャーナル，74巻（1），
p.60-66

5 ）地域包括ケア時代における保健師記録
の「情報開示」と保健師活動
　その 2

共著 2018年 2 月 菅原京子，栁澤尚代，清水洋子，吉本照子，
医学書院，保健師ジャーナル，74巻（2），
p.150-155

6 ）職場の疑問・不安に答える保健師記録
Q&A その 1

共著 2018年 3 月 菅原京子，栁澤尚代，清水洋子，吉本照子，
医学書院，保健師ジャーナル，74巻（3），
p.250-254

【その他】研修会
1）支援の質を上げる相談記録の書き方 単独 2017年 8 月 東京都新任期研修会
2）公文書としての保健師記録の書き方 単独 2017年 8 月 愛知県知多保健所

地域保健関係者人材育成研修会
3）保健師記録の在り方と実践活動に活
かすポイントを考える

単独 2017年 9 月 青森県新任期保健師研修会
アピオあおもり

4）記録の書き方とポイントについて 単独 2017年10月 東京都大田区自主勉強会
5）こう書けば分かる！保健師記録
　～保健師記録の在り方と実践活動に活
かすポイントを考える～

単独 2017年10月 宮城県保健師連絡協議会業務交流会

6）保健師記録に関する基礎研修
　～記録を通した人材育成～

単独 2017年12月 東京都新宿区

7）保健師活動に役立つ記録術
　～記録の苦手をなくし改善を目指す～

単独 2017年12月
（ 4日，25日）

静岡県保健師会研修会　第 4・ 5回資質向
上研修会

8）誰がみてもわかる保健師記録
　（管理・指導者編）

単独 2018年 1 月
（ 9日）

愛知県知多保健所
地域保健関係者人材育成研修会

9）保健師記録と人材育成 単独 2018年2月
（13日）

愛知県知多保健所　リーダー研修

10）セカンド研修～実践編～
　保健師活動の質向上に向けた書き方

単独 2018年 2 月
（23日）

新宿区人材育成研修

11）現場で役に立つ質的研究の進め方
　～グループワークを通して質的データ
を分析してみませんか～

単独 2017年11月 リカレント教育

【学会及び口頭発表】
1）日本公衆衛生看護学会
　　ワークショップ

共著 2018年 1 月
（ 7日）

柳澤尚代，清水洋子，吉本照子，菅原京
子，時代が求める！保健師記録の仕組みづ
くり，第 6回日本公衆衛生看護学会学術集
会講演集，p.90
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　𠮷岡　利忠　（学部長・教授）
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【編著書】
1．「医療福祉学総論」 5章．高齢者の医
療福祉

共著 2017年12月 日野原重明／間野忠明（監修），星野政明
／岩瀬敏／土田耕司（編集），葛西久志・
𠮷岡利忠（ 5章），金芳堂，p44～49

【その他】
1．青森県医師会生涯教育講座「最近の
医療情勢」齊藤勝県医師会長講演記録

単著 2018年 2 月 弘前市医師会報，第377号，2018年 1 月・
2月号，p47

2 ．10年目を迎えた「ヒロガク教養講話」単著 2018年 1 月 弘前，第462号，2018年 1 月号，p45
3 ．北帰行 単著 2017年 4 月 時事メディカル，ヒポクラテスたちへ，

Dr.純子のメディカルサロン，p 1 ～ 2
【学会及び口頭発表】
（一般発表）
1 ．血清 thiobarbituric acid reactive 
substance（TBARS）の低下および温熱
負荷は健康高齢者の骨格筋機能を改善
する

共同 2017年12月 𠮷岡利忠，宇田宗弘，高橋和幸，後藤勝正，
第 2回青森県医学会（青森市）

2．社会福祉士実習生の希望分野の経年
変化と高齢福祉分野への興味関心度

共同 2017年10月 丸山龍太，玉井厚，𠮷岡利忠，第26回青森
県長寿研究会（青森市）

3．県内の除雪ボランティア活動と普及
課題の推移

共同 2017年10月 高橋和幸，𠮷岡利忠，第26回青森県長寿研
究会（青森市）

4．骨格筋細胞における直鎖状ユビキチ
ン鎖リガーゼ複合体 LUBACの発現

共同 2017年 9 月 中村晃大，藤本理沙，青島恵，伊藤理香，
横山真吾，大野善隆，大橋和也，杉浦崇夫，
大平充宣，𠮷岡利忠，後藤勝正，第72回日
本体力医学会大会（愛媛県松山市）

5．骨格筋萎縮に伴う選択的スプライシ
ング因子の挙動

共同 2017年 9 月 中村文音，大野善隆，横山真吾，伊藤理香，
比嘉正輝，青島恵，杉浦崇夫，大平充宣，
𠮷岡利忠，後藤勝正，第72回日本体力医学
会大会（愛媛県松山市）

6．骨格筋細胞の分化に伴う熱ショック
転写因子の発現応答

共同 2017年 9 月 藤本理沙，中村晃大，青島恵，伊藤理香，
横山真吾，大野善隆，大橋和也，杉浦崇夫，
大平充宣，𠮷岡利忠，後藤勝正，第72回日
本体力医学会大会（愛媛県松山市）

7．グルコース依存性インスリン分泌刺
激ポリペプチド受容体のノックダウン
が骨格筋細胞の分化に及ぼす影響

共同 2017年 9 月 青島恵，伊藤理香，藤本理沙，中村晃大，
大橋和也，横山真吾，大野善隆，杉浦崇夫，
𠮷岡利忠，朝倉淳，後藤勝正，第72回日本
体力医学会大会（愛媛県松山市）

8．職業教育と人間教育―医学の立場から
　パネルディスカッション「教育同盟へ
の提案―医療・病院からの視点」

単独 2017年 6 月 キリスト教学校教育同盟第105回定時総会
（宮城県仙台市）
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　川村　泰子（准教授）　　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】（研修会など）
1．2017（平成29）年度リカレント教育委
員会の活動

共著 2018年 3 月 千葉庄司，川村泰子，小野綾，高橋義孝
看護学部リカレント委員会，総19頁

2 ．青森 SCD/MSA友の会コーディネー
ター

単独 2017年 4 月～
2018年 3 月

青森 SCD/MSA友の会（隔月日曜日）

3．藤崎町こころの相談 単独 2017年 4 月～
2018年 3 月

精神保健に関する個別相談及び保健師が担
当する事例に対する助言

4．階上町「健康日本21」中間評価 単独 2018年 3 月 階上町「健康日本21」中間評価
助言者　高田彰，川村泰子

5．「妊娠スーツを身に着けて妊婦体験を
してみませんか？」

単独 2017年 8 月 2017年弘前学院大学　第 3回オープンキャ
ンパス模擬授業

6．藤崎町いじめ問題対策審議会委員 単独 2017年10月～
2019年 9 月

藤崎町いじめ問題対策審議会

　幸山　靖子（准教授）
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】
文献の検討方法 単著 2017年 9 月 弘前学院大学看護学部　第13回リカレント

教育 プログラムⅠ

　阿部　智美（講師）　　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】（研修会，模擬講義など）
1．看護学生と一緒に血圧測定を体験し
よう！

共同 2018年 3 月 2017年弘前学院大学　第 5回オープンキャ
ンパス　模擬講義

　宇田　宗弘（講師）　　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【学会及び口頭発表】
（一般発表）
1．血清 thiobarbitturic acid reactive 
substances（TBARS）の低下は健康高
齢者の骨格筋機能を改善する

共著 2017年12月 吉岡利忠，宇田宗弘，高橋和幸，後藤勝正，
第 2回青森県医学会（青森県）

　小野　綾（講師）　　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】
特殊災害教育を考える 共著 2018年 3 月

（10日）
野戸結花，小野綾他，青森県看護教育研究
会誌，第46号，p17-22

人間―看護グループの活動報告 共著 2018年 3 月
（10日）

田中克枝，小笠原みや子他，青森県看護教
育研究会誌，第46号，p36-38
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　齊藤　史恵（講師）
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【学術論文】
（事例報告）
1．小児科外来実習における看護学生の
予診による症状アセスメントを通した
気づきの特徴

単著 2017年 4 月 齊藤史恵，弘前学院大学看護学部紀要，第
12巻，27-36

【学会及び口頭発表】
（一般発表）
1．看護学生は，ピア評価で他学生を評
価することをどう捉えるか
～TBL学習における学習の責任性につ
いて～

共著 2017年 8 月 齊藤史恵，漆沢舞，日本看護学教育学会第
27回学術集会，（沖縄）講演集

　菅原　大輔（講師）　　　　　　　　　　
著書，学術論文等の名称 単著・共著

等別
発行又は発表
の年月（日）

著者，発行所，発表雑誌等又は発表学会等
の名称，巻（号），頁

【その他】
1．看護研究発表会（計 6席）のコーディ
ネーター

単独 2017年 6 月 日本精神科看護協会青森県支部
第35回看護研究論文発表会

2．「アルコール使用障害について」 単独 2017年 7 月 第 2回オープンキャンパス看護学部プログ
ラム模擬講義

（教育講演）
1．「クリティークのポイントを学ぶ」 単独 2017年 6 月 青森県総合社会教育センターにて講演

　高橋　義孝（助教）　
　2017年度は業績がありません。


